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このたび、伊豆・三津シーパラダイス（住所：静岡県沼津市、支配人：植田行宏）は、主に沼津市西

浦地区で海草藻類の保全・再生活動などを続けている特定非営利活動法人「海プラスＳＯＵ（うみプラ

スそう）」主催の「アマモ種まき」活動に協力させていただくこととなりましたので、下記のとおりお知

らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⓒ海プラスＳＯＵ 

 

記 

 

１．「アマモ種まき」活動について   

活動日時  11 月 19日（日）10：00～12:00 予定 

 集合場所  三津浜海岸（沼津市内浦三津） 

当日の活動内容   海中に設置するためのアマモマットの作成 

 観察用のペットボトルアマモの作成 

※アマモマットは作成後、スタッフとボランティアダイバーが海中へ設置します。 

※当日の天候等により、急きょ日程・内容等が変更となる場合があります。 

 

■イベント詳細につきましては海プラスＳＯＵのホームページも併せてご確認ください 

URL：https://umiplussou.net/?p=510 

 

２．特定非営利活動法人「海プラスＳＯＵ（うみプラスそう）」について 

■活動履歴の概要 

2015年 3月 大瀬崎でダイビングサービス（COCOMO大瀬崎）を経営する杉山善一氏と内浦漁業協

同組合所属の小林大介氏を中心に、大瀬崎周辺海域において減少したアマモ場の再生

に向けた取り組みを開始 

2016年 4月  アマモ場再生事業計画立案 

2016年 6月 特定非営利活動法人化のための勉強会を開催し、アマモ種子採取及び母草移植の実施

2016年10月 アマモ種子選別実施 

2017年     アマモ種苗の移植実施 アマモ種苗の移植箇所調査の実施、アマモ種子採取、 

 アマモ種子播種実施 

2018年 4月 特定非営利活動法人 海プラスＳＯＵを設立（理事長：杉山善一氏） 

2018年 6月 アマモ種子採取実施      

 

2023 年 11 月 14 日 

伊豆箱根鉄道株式会社 

  「SDG s」にもつながる「アマモ場」保全プロジェクト 

「海プラスＳＯＵ」の活動に「みとしー」も参加!! 



 

■事業目的 

水辺の環境保全活動を行い、海草藻類の育成等や環境学習レクリエーションの機会の提供、水辺の魅 

 力の掘り起こし、海・川・湖・地下水を利用した新たな価値の創造支援と環境調査の事業を通じて、水 

と環境と人間の活動をもって地域の生活環境と自然環境の改善や啓発を行って、人間と自然の調和のと 

れた社会の実現に寄与することを目的としています。 

 

■構成メンバー  

理事長の杉山善一氏はダイビングサービスを経営しています。他のメンバーも地元漁師兼遊漁船経営

や海洋土木コンサルタント会社に勤務し、個々の技術を生かして活動を行っています。 

 

3. アマモについて 

アマモ場は、『海のゆりかご』と呼ばれ、多くの海の生き物が集まり、卵を産み、幼魚らの隠れ家とな

る環境を形成します。アマモ場は陸上の森林に匹敵する二酸化炭素を吸収し、海底に貯蔵する役割を担っ

ているとも言われており、アマモ場を保全し、増やしていくことが重要と考えられています。沼津市内浦

地区でも以前はアマモ場が点在し、様々な幼魚等の姿が見られる浜であったと言われており、アマモを育

て、豊かな里海に戻す手助けとなるアマモ場の再生事業は「SDGs」の「目標14．海の豊かさを守ろう」

にも直結する取り組みです。 

 

4. 伊豆・三津シーパラダイスのアマモに関する活動について 

 当館では、「みとしーラボ」の展示水槽で、近隣のアマモ類の飼育・展示の取り組みを継続しています。 

水槽内でのアマモの育成は、光や水質、アマモの根が伸びる底質の条件などが適さないと、長期の維持が 

難しく、私たちも試行錯誤を繰り返している状況です。理事長の杉山善一氏から海中でのアマモの様子な

どをご教授いただく中で、今回の「アマモ種まき」活動についても紹介いただき、当館も活動に参加させ

ていただくこととなりました。 

 

5．お問合せ 伊豆・三津シーパラダイス  TEL.055-943-2331 （９：00～17：00） 

 

以 上 

 


